
令和3年度障害福祉サービス等報酬改定において、医療的ケア児に対する支援の充実を図るため、

児童発達支援及び放課後等デイサービスにおいて、看護職員を配置して医療的ケアを必要とする障

害児を支援した際の報酬の見直しが行われています。

運営支援サービスでは医療的ケア児の支援を行った際に請求業務で「医ケア実績」を登録して報酬

計算を行うようになります。

基本的な操作方法については、「運営支援サービスマニュアル」の”7-4 医ケア実績を保存する”

をご確認ください。

医ケア実績の利用方法

1

医療的ケアを必要とする障害児への支援に係る報酬の取扱い

について （児童発達支援・放課後等デイサービス）

「医ケア実績」を利用する上での次頁以降にまとめたフローチャートを参考にしてご利用をお願いします

補足 医療的ケア児の報酬の取り扱いの詳細については、下記資料をご参照ください。

https://www.mhlw.go.jp/content/000781454.pdf


フローチャート

2

【イ】医ケアの基本報酬の算定対象となる児童の請求がある

① 医ケア実績画面で支援状況を確認する

【ロ】医療的ケア児の基本報酬区分に関する届出がされている

③報酬算定区分を
「医療的ケア児以外の基本報酬＋医療連携体制加算」にする

②報酬算定区分を
「医療的ケア区分に応じた基本報酬」を選択する

【ハ】一月の合計で、
必要看護職員合計数≦配置看護職員合計数が満た

ない

④医療的ケア区分に応じた基本報酬を算定する日付
のチェックを外す

⑤医ケア実績を保存する

⑥総額計算以降の請求業務を行う

請求なし

請求あり

未提出提出済

満たしている
未満



【イ】 医ケアの基本報酬の算定対象となる児童の請求がある

フローチャート項目詳細（【イ】）

3

医ケアの基本報酬の算定対象となる児童の請求がある場合にのみ、医ケア実績を利用します。

医ケア実績画面を表示して「対象の利用実績がありません。」と表示される場合は、通常請求通り総額計算以降の

請求業務を行ってください。

請求がある場合は医ケア実績を登録してから総額計算を

行ってください。未登録の場合は総額計算ができません。

補足 医ケアの基本報酬の算定対象となる児童とは？

医療的ケアを必要とする障害児（重症心身障害児を除く。）になります。

運営支援システム上は受給者証の支給決定サービスを医療的ケア児のものを登録した児童です。

但し重心型の事業所の場合は、重心医ケア児は対象外となります。



① 医ケア実績画面で支援状況を確認する

フローチャート項目詳細（①）

4

医ケアの基本報酬の算定対象となる児童の利用状況が確認できます。

看護職員の勤務実態が確認できるものをご用意頂き、内容をご確認ください。

医ケア実績の表示には事業所実績の登録が必要になります。

事業所実績が未登録の提供サービスの医ケア児童は表示されません。



【ロ】医療的ケア児の基本報酬区分に関する届出がされている

フローチャート項目詳細（【ロ】）

5

医療的ケア児に係る基本報酬を算定するには、あらかじめ指定権者に「医療的ケア区分に応じた基本報酬の算定に

する届出書」を提出する必要があります。

届出されない場合は「医療的ケア児以外の基本報酬＋医療連携体制加算」での請求となります。

※届出の方法につきましては、各市区町村にお問い合わせください。

補足 指定権者への届け出について

以下の資料のページ20をご確認ください。

医療的ケアを必要とする障害児への支援に係る報酬の取扱いについて （児童発達支援・放課後等デイサービス）

https://www.mhlw.go.jp/content/000781454.pdf#page=22


② 報酬算定区分を「医療的ケア区分に応じた基本報酬」を選択する

フローチャート項目詳細（ ② ）

6

報酬算定区分を「医療的ケア区分に応じた基本報酬」を選択すると、対象児童の請求が医療的ケア区分に応じた基

本報酬で算定されます。

児童別予実で選択した医ケア区分に応じた基本報酬となります。

また医療連携体制加算は算定できなくなります。

なしを指定した場合は、医ケア以外の基本報酬となります。



③ 報酬算定区分を「医療的ケア児以外の基本報酬＋医療連携体制加算」を選択する

フローチャート項目詳細（ ③ ）

7

報酬算定区分を「医療的ケア児以外の基本報酬＋医療連携体制加算」を選択すると、対象児童の請求が医療的ケア

児以外の基本報酬で算定されます。

実績登録画面で選択した医ケア区分は無視され、医療連携体制加算が算定可能となります。

そのまま保存を行ってください。



【ハ】一月の合計で、必要看護職員合計数≦配置看護職員合計数が満たない

フローチャート項目詳細（【ハ】）

8

やむを得ない理由により、出勤予定の看護職員が出勤できず、一月の合計で配置看護職員合計数が必要看護職員合

計数を下回った場合（下記表例）は、医療的ケア区分に係る基本報酬を算定する日の調整を行う必要があります。

補足 医療的ケア区分に係る基本報酬を算定する日の調整する場合

・必要看護職員数に対する配置看護職員数の不足数が大きい日のチェックを外してください

※不足分が解消するまでチェックを外す日を増やしてください

取り扱いと計算方法については以下の資料のページ17,18をご確認ください。

医療的ケアを必要とする障害児への支援に係る報酬の取扱いについて （児童発達支援・放課後等デイサービス）

https://www.mhlw.go.jp/content/000781454.pdf#page=19


④ 医療的ケア区分に応じた基本報酬を算定する日付のチェックを外す

フローチャート項目詳細（ ④ ）

9

報酬算定区分が医療的ケア区分に応じた基本報酬の場合に日別でチェックを解除することが可能です。

ただし、医療連携体制加算の算定はできません。



⑤ 医ケア実績を保存する

フローチャート項目詳細（ ⑤ ）

10

保存ボタンを押すと選択された報酬算定区分に応じて算定可否のチェックが行われます。

チェックOKの場合、医ケア実績が保存され総額計算以降の処理が可能となります。

返戻・過誤で再請求の場合、再請求対象ではない児童も医ケア実績画面に表示されますが、チェック対象にはなり

ません。過去請求月の報酬算定との矛盾がある場合は返戻となる可能性がございますので、市区町村にご確認くだ

さい。

保存ボタンを押下時にエラーが発生した場合には、メッセージ内容に従って以下の項目を見直ししてください。

• 児童別予実の医ケア区分、医療連携体制加算

• 医ケア実績の報酬算定区分



⑥ 総額計算以降の請求業務を行う

フローチャート項目詳細（ ⑥ ）

11

総額計算以降は通常の請求と同様に処理を行ってください。

医ケアの基本報酬の算定対象となる児童の請求があり、医ケア実績が登録されていない場合はメッセージが表示さ

れますので医ケア実績で登録作業を行ってください。

医ケア実績登録後に追加で医ケア児童の実績確定を行った場合も医ケア実績の再登録が必要となります。


